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巻 頭 言 

つい先日、札幌市街に一頭の熊が迷い込み、人間を襲い、「大暴れ」の末に射殺されるとい

う痛ましい事故がありました。熊の生きる世界をそのまま人間社会に持ち込むことが現実的に

はいかに不可能であるか――共生社会の偽善性をつくづく思い知らされる一件となりました。 

 本学会は2021年、11年目を迎え新たなステージに立っています。ここまであらゆる発達援

助に関わる教育現場の中で、人々の「生〈ライフ〉」を支える個に応じた教育のあり方を問い

続けてきました。会員は発達援助にかかわる実践者が多くを占め、10号にわたり発行を重ねた

紀要でも実践研究論文が目立っています。 

 原理・原則が重んじられ平等、公平性の名の下の近代論理がベースの社会に、一人ひとりに

応じた教育を持ち込むことなど、熊の例にも見たようにただの理想論に過ぎない、という向き

もあるでしょう。 

しかし私たちは熊とは違います。互いの違いに気づいたら声をあげ、語りあい、双方の主張

を認めあうことで、何らかの「折り合い」をつけることが可能な存在です。 

たとえばそこに共通して人の存在を認め、その育ちを喜び、支えようという思いを見出すこ

とができるなら、争い排除する方向ではなく、ごく自然な成り行きとして、共生・高めあいの

場が開かれるのではないでしょうか。 

 

第11回大会は、柔軟な発想で子ども・若者支援に乗り出し、目下勢いに乗っている若手教育

者の髙橋勇造さん(Kacotam主宰)をお迎えし、新しい時代の教育援助のヒントを得たいと考え

ています。 

課題研究では、子どもの声を丁寧に聴きとる実践の中で豊かな教育現場が開かれた実践研究

の報告（編集委員会企画）、および数年にわたり繰り返し実践を振り返り自己変容することの

意味を問い続けてきた実践者たちの新たな展開の報告（リフレクション部会企画）がありま

す。 

どの企画も、実践者の生の声とその実践に耳を傾け声を上げる参加者とのやりとりが鍵を握

っています。ここで開かれる語りあいの場所も、立場や利害を超え、あらゆる可能性を求めあ

う場になることを願って止みません。みなさまのご参加をお待ちしております。 

(北海道臨床教育学会副会長 荒木奈美) 
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北海道臨床教育学会 第11回大会 

■日時：2021年7月17日（土）～18日(日) 

zoom(オンライン会議システム)を活用して実施 

■参加費 無料  
 

■タイムテーブル 

 

大会１日目 (７月１７日・土) 

 受付 13：00～ 

■全体企画／シンポジウム（一般公開）  13：30～15：30 …… 3頁参照 

   ■自由研究発表（一般研究）       16：00～16：30 …… 4頁参照 

 

大会２日目 (７月１８日・日) 
 受付 9：30～ 

■課題研究        10：00～11：30   

  リフレクション部会企画      …… 4頁参照 

  紀要編集委員会企画        …… 5頁参照 

   ■総  会      11：45～12：30    

 ■アフタートーク   12：45～14：00  …… 6頁参照 

 

 

全体シンポジウムのみ、非会員(一般)
にも公開します。 

お近くの方をお誘いください。 

第11回大会への参加は【事前申し込み】が必要です 
 

以下のURLにクリックするか、QRコードから参加申し込みフォームに移動し、必要

事項を入力してください。7月日までに申し込みをお願いいたします。 

参加費は無料です。 

 Zoomの使用方法や参加申し込みの方法について、ご不明な方 

にはご説明いたします。事務局までご連絡ください。 

 <参加申し込みフォーム> ※右側のQRコードも同様 
 

 https://onl.tw/EwYSQcM 
 

 

https://onl.tw/EwYSQcM
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大会１日目 (７月１７日・土)  13：30～15：30  

◆全体企画／シンポジウム（一般公開） 
 

現場からつくる臨床教育学 
―今の⼦ども・若者の姿、声に伴⾛する― 

  

第 10 回⼤会に代わる研究会では、コロナ禍における⼈々の「⽣きづらさ」の現実に焦点を当て、さ

まざまな場所で一⼈ひとり異なる悩みや課題を抱える⼦ども・若者と向き合い⽀えあう、発達援助職の

方々の貴重なお話を伺うことができました。  

研究会を終え、私も一⼈の実践者として自分自⾝の取り巻く環境を考えました。オンラインの向こう

で姿かたちの⾒えない学⽣たち。⽬の前にいないから、彼らが今何に困っていて、どのような援助

を求めているのかがわからず途方にくれた日々――。  

でも考えてみると、それがきっかけとなって⾒えてきたこともあります。遠隔でも一⼈ひとりに⾔葉

をかけ、話を聴きだすと、そこに漏れてくるのは間違いなく、それぞれが異なる声でした。いつも集団

で教室の中にいたときには感じ取れなかった、一⼈ひとりの気配をこれまでより丁寧に感じ取れた体験

でもあったことに気づかされました。  

私たちの学会は、その８割近くが今まさに⼦どもや若者と向き合う援助職についている実践者であ

るというのが一つの特徴となっています。さらに研究会の中で求めたアンケート調査では、多くの援

助職の方々が「深い⼦ども理解」を旨とし、日々の実践の中で、それぞれの職場において⼦どもや若

者と向き合う日々を送っていることが明らかとなりました。現場で、同じような思いを抱きながら実践

を続けている者どうしが、未だコロナ禍にありつ つ 10 年の節⽬を迎えたこの⼤会で、それぞれの職場の

現状を持ち寄って繋がり、共に社会にその⽀援を広げていく方法を考えることには、⼤きな意味がある

のではないでしょうか。  

さて、「原点回帰と次世代開拓」を掲げ、次なる 10 年のスタートを切ることになる第 11 回⼤会では、

一⼈の⼦どもを⽀援したいという思いから出発して独自の教育スタイルをつくりあげ、北海道に教

育と福祉が繋がる⽀援の場を今まさに築こうとしている実践家にご登壇いただきます。そのご経験に

学ぶ時間の中で、臨床教育学を冠した「深い⼦ども理解」のあり方、そして発達援助職としての可能

性を改めて、共に考えたいと思います。                (以上、文責：荒⽊ 奈美) 

  

登壇者および報告テーマ  

  

■登壇者   ⾼橋勇造  ⽒（認定 NPO 法⼈ Kacotam）      

報告テーマ       貧困対策・⽀援でつくる「⼦どもにやさしい」つながり  

 

■コメンテーター：守屋 淳（北海道⼤学） 

■コーディネーター：荒⽊   奈美（札幌⼤学）   井上   ⼤樹（札幌学院⼤学）  
 

ホームページ https://kacotam.com/ 

https://kacotam.com/
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大会１日目 (７月１７日・土)  16：00～16：30  

◆自由研究発表(一般研究) 
 

■司会 中根照⼦ 
 

中村吉秀・山口好和 「これからの学校づくり」を⾒据えた対話環境とは 

―異なる立場で構成する「カンファレンス」のあり方を探る 

 

 

大会２日目 (７月１８日・日)   10：00～11：30  

■課題研究①(リフレクション部会企画) 
 

振り返りを「書く」ということ 
―あなたは自分の経験を書けますか？― 

 

2015年に本部会を立ち上げて以来、そのあり方は少しずつ⾒直しを余儀なくされながらも、私たちは

終始一貫して、「リフレクション（自己の経験の振り返り）」の臨床教育学的な意味を探り試行錯誤を

重ねてきました。 

今年度は、自分の経験を「書く」ということの意味を追究しています。日記に書く、誰かに聞いても

らうために書く、実践記録として広く社会に伝えるために書くetc… 書くことにはいろいろな方法が

ありますが、あなたは自分の経験を書けますか？ 

今⼤会では、繰り返し問いつづけてきた自分の経験を「語ること」から少し離れ、リフレクションの

持つまた別の深みに⽬を向けながら、オンラインの向こう側にいる皆さんとリアルに議論を重ねていけ

たらと思っております。 

 

■企画・運営  リフレクション部会メンバー（小笠原はるの、野原竜太、今田章⼦、荒⽊奈美） 

■コメンテーター   庄井 良信  

 

■タイムテーブル 

 10:00  リフレクション部会からの活動報告・本課題研究の参加方法について・荒⽊ 

 10:10  振り返りを「書く」ということ 問題提起 

        主旨説明・小笠原  現場からの声・野原        対話テーマ設定・今田 

 10:30  オンライン対話 開始 

進行・小笠原  コメンテーター・庄井 

11:15  感想・意⾒交換など 

11:30  終了 
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大会２日目 (７月１８日・日)   10：00～11：30  

◆課題研究②(紀要編集委員会企画) 
 

教育実践を読みあう 
―今こそ実践を紡ぐ― 

 

 今年2月に開催された第10回⼤会に代わる研究会で、「教育実践を読みあう－今こそ実践を紡ぐ」と

題した第1回⽬の編集委員会企画を実施しました。『北海道の臨床教育学』を刊行するのみならず、そ

れらをもとに会員の方々と語り合い、学びあえる場をつくりたいと考え、実施された企画です。 

 第1回⽬は、第10回⼤会という節⽬を迎えるにあたり、本学会の原点の一つでもある「⼦どもの声を

聴く」ことに焦点をあて、第9号に掲載された中根会員の実践報告を読みあう会としました。第2回⽬も

その流れを引き継ぎながら実施します。今回は、第7号に掲載された蝦名武宣会員の実践研究論文「服装

指導のあり方を問い直す―自由服から標準服へ、⾒えにくい⼦どもの姿に迫る⽣徒指導と⼦ども理解」を

取りあげ、「⼦どもの声を聴く」ことに焦点をあてながら読みあうことで、今日の教育や援助のあり方

について語りあう場にしたいと思います。 

さらに、『北海道の臨床教育学』第10号には、「往復書簡」という新コーナーが設置されました。 

そこでは、蝦名会員の実践研究論文をめぐる川原茂雄会員と蝦名会員との「往復書簡」が掲載されてい

ます。今回は、教師のライフヒストリーにも触れられたこの「往復書簡」も取りあげ、それに続く対話

を参加者の方々とおこないながら、蝦名会員の実践研究論文を読み解いていきたいと思います。 

 

■コーディネーター：編集委員会（間宮正幸、黒谷和志） 

■司会：黒谷和志 

■発表者：蝦名武宣（浜中町立浜中中学校） 

■コメンテーター：川原茂雄（札幌学院⼤学） 

 

※参加される方は、『北海道の臨床教育学』第7号に掲載されている蝦名会員の実践研究論文「服装指

導のあり方を問い直す―自由服から標準服へ、⾒えにくい⼦どもの姿に迫る⽣徒指導と⼦ども理解」

及び、第10号に掲載されている川原会員と蝦名会員との「往復書簡」を、事前に読んでご参加いただ

くことをお勧めします。 

※『北海道の臨床教育学』第7号をお持ちでない会員の方は、コピーをお送りいたしますので、編集委

員会の黒谷（kurotani.kazushi@a.hokkyodai.ac.jp）までご連絡ください。 

※『北海道の臨床教育学』第10号は、⼤会数日前までに会員の皆さまのお手もとに届くよう、現在、最

終的な編集作業を進めております。 
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大会２日目 (７月１８日・日)   12：45～14：00  

◆アフタートーク 

 

⼤会に参加した会員の皆さんに「参加してよかった」と思っていただけるように、⼤会企画における

課題の整理や会員間の交流の橋渡しを行います。 

 １日⽬の⼤会企画で問いかけた内容に関するアンケートの集計結果と、それに基づいての自由トー

クを繰り広げます。また、２日間の⼤会を振り返り、感じたことや今後の課題について自由に語りあい

ます。 

 

進め方  12:45   アンケート集計結果の報告（荒⽊） 

      13:00  「これからの教育モデル」についての討論 

            「私の小さな教育実践」に関する自由トーク 

            「⼤会の感想など」に関する自由トーク 

      13:40   グループごとに内容報告 

      14:00   終了 

 

  

 

■まもなく『北海道の臨床教育学』第10号を、会員の皆さまのもとに発送いたします。  

住所変更のある方は、新しい送付先住所を下記事務局までご連絡ください。 

■総会資料は、大会の1週間程度前までにメールでお送りいたします。 

■大会終了後、「会費納入のお願い」をメールでご連絡いたします。 

***---------------------------------------------------------------------------------------*** 

北海道臨床教育学会事務局 釧路市城山1-15 北海道教育⼤学釧路校 戸田竜也研究室 

メール hokkaido_rinkyo@yahoo.co.jp  ホームページ https://h-rinkyo.webnode.jp 

「普段、自分は言いたいことの 70%は話していない」。こう語る青年と出会いまし

た。青年は、幼い頃を振り返り「もともとはおしゃべりするが大好きで、たくさんしゃべっ

てきた」といいます。しかし、中学生になった頃からか、自分が話したことで周囲の人が

笑顔を見せているのは、楽しいからではなく、嘲笑に近いものだと感じるようになった

のです。その考えは日増しに強くなり、クラスメイトだけではなく、親や先生さえも「自分

を笑っているのではないか」と考えるようになりました。 

たまに会う筆者に「70%は話していない」ことを教えてくれた青年。そのことばは、

「自分には誰かに伝えたいことがある。共感しあいたいことがある。それを安心して話

せる人に出会いたい」というような、願いに聞こえました。 

「あなたにとって話せる人に、私はなれるかな。なりたいな…」そんな思いを持ちな

がら、とつとつと語る青年のことばに耳を傾け続けています。(ト)  

 ちょっと一息…コラム 

 

mailto:hokkaido_rinkyo@yahoo.co.jp
https://h-rinkyo.webnode.jp/

